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１　わたしたちのまち　みんなのまち
１　学

がっ
校
こう
のまわり

　学
がっ

校
こう

のまわりを北
きた

、南
みなみ

、東
ひがし

、西
にし

がわと大
おお

きくわ

けてたんけんしましょう。

　かんさつしてきた様
よう

子
す

を絵
え

地
ち

図
ず

や白
しろ

地
ち

図
ず

にかい

てみましょう。

　見
み

はらしのよいところから、学
がっ

校
こう

のまわりの様
よう

子
す

をながめたり、こう

空
くう

写
しゃ

真
しん

を見
み

たりして、気
き

づいたことを白
しろ

地
ち

図
ず

にまとめてみましょう

○たんけんの日

　　　　月　　日

○わたしのたんけんコース

　　  コース

○持ち物

　・たんけんシート

　・えんぴつ

　・けしごむ

　・地図

　・カメラ

○しらべてくること
　・土地の様子
　　たてもの・お店
　　公園・田や畑

はたけ

　・道の様子
　（道の広さ・車のりょう）
　・まちの人びとの様子
　・ふしぎだなと思ったこと
　・おどろいたこと
○やくそく
　・交通のきまりをまもる。
　・�人に何かをたずねる時は、こ

とばづかいに気をつける。

（ ）

⬇たんけんシート

出かけよう　まちたんけん
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　◆たんけんコースをきめ、どんなことを調
しら
べるか考

かんが
えましょう。

　◆公
こう
共
きょう
しせつやたて物

もの
の様
よう
子
す
に注
ちゅう
目
もく

　公
こう

共
きょう

しせつや、たて物
もの

を中
ちゅう

心
しん

に地
ち

図
ず

を見
み

てみました。

◆わかったこと
　●�学

がっ

校
こう

のまわりには、

保
ほ

健
けん

所
じょ

、警
けい

察
さつ

署
しょ

など

の公
こう

共
きょう

しせつがたく

さんある。

　●�学
がっ

校
こう

の南
みなみ

には駅
えき

があ

り、そのまわりにお

店
みせ

がたくさんある。

　●�学
がっ

校
こう

の西
にし

側
がわ

には、神
じん

社
じゃ

や寺
てら

がある。

白地図
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　２　市
し
のようす



7

鳥
ちょう
かん図

ず
を見

み
て、気

き
づいたことを話

はな
し合

あ
おう。

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の２万５千分の１地形図を使用した。
（承認番号　令元情使、第 415-GISMAP42741 号）
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　土
と

地
ち

が低
ひく

いところはどんなところに広
ひろ

がっているでしょう。高
たか

いところは、湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

のどの方
ほう

角
がく

にあるでしょう。

高いところ（高松三途川地区） 少し高いところ（皆瀬地区） 低いところ（山田地区）

湯沢市の土地の高さ

高いところ

少し高いところ

低いところ

鉄道

道路

湯沢市の土地の高さ

0 3㎞

北
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　田
た

や畑
はたけ

が多
おお

いところはどんなところかな。なぜそこに、田
た

や畑
はたけ

が広
ひろ

がっているでしょう。

店が多いところ（湯沢市柳町） 田が広がっているところ（弁天地区）工場が集まっているところ（岩崎地区）

湯沢市の土地の使われ方

北

家や店の多いところ

田や畑が多いところ

森林，森

鉄道

道路

湯沢市の土地の使われ方

0 3㎞
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　道
どう

路
ろ

や鉄
てつ

道
どう

は、どのようにのびているかな。また、道
どう

路
ろ

や鉄
てつ

道
どう

は、どこまでのびて

いるでしょう。

湯沢駅 湯沢インターチェンジ 大きな交差点（湯沢市元清水）

湯沢市の交通の広がり

0 3㎞

北
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0 3㎞

雄勝こまちＩＣ

須川ＩＣ

三関ＩＣ

湯
沢
横
手
道
路

奥
羽
本
線

皆

　瀬

　川

雄

　物

　川

役

　内

　川

108

13

398

108

しもゆざわ

ゆざわ

みつせき

よこぼり

いんない

湯沢ＩＣ

かみゆざわ

北

鉄道

道路

湯沢市にある主な公共しせつ

市役所

生涯学習センター

コミュニティセンター

地区センター

図書館

文化会館

警察署

消防署

スポーツ施設

　学
がっ

校
こう

のまわりには、どのような公
こう

共
きょう

しせつがあるでしょう。また、湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

には、ど

のような公
こう

共
きょう

しせつが、どんなところにあるでしょう。

市役所 総合体育館 湯沢文化会館
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　古
ふる

くからのこるたて物
もの

は、市
し

のどのあたりに集
あつ

まっているでしょう。

郡会議事堂 両関 山内家

雄勝こまちＩＣ

須川ＩＣ

三関ＩＣ

湯
沢
横
手
道
路

奥
羽
本
線

皆

　瀬

　川

雄

　物

　川

役

　内

　川

108

13

398

108

しもゆざわ

ゆざわ

みつせき

よこぼり

いんない

湯沢ＩＣ

かみゆざわ

北

鉄道

道路

湯沢市の古くからのこるたて物

神社

そのほかのたて物

寺

城あと

0 3㎞

鉄道

寺

神社

郡会議事堂

両　関
山内家

小学校
中学校

城あと

雄勝こまちＩＣ

須川ＩＣ

三関ＩＣ

湯
沢
横
手
道
路

奥
羽
本
線

皆

　瀬

　川

雄

　物

　川

役

　内

　川

108

13

398

108

しもゆざわ

ゆざわ

みつせき

よこぼり

いんない

湯沢ＩＣ

かみゆざわ

北

鉄道

道路

湯沢市の古くからのこるたて物

神社

そのほかのたて物

寺

城あと

0 3㎞

道路

湯沢市の古くからのこるたて物

0 3㎞

北
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２　はたらく人
ひと
とわたしたちのくらし

１　農
のう
家
か
の仕

し
事
ごと

湯沢市でつくられる主なやさいやくだもの

●�何
なん

の数
かず

を表
あらわ

しているのかな。グ

ラフのタイトルとこうもくを読
よ

み取
と

ろう。

●たんいをたしかめよう。

●目
め

もりをもとに、だいたいの数
かず

を読
よ

み取
と

ろう。

市
し

の場
ば

所
しょ

によって、つくられている作
さく

物
もつ

にどのようなちがいがあるでしょう。

市
し
の主
おも
なやさいやくだものの生

せい
産
さん
額
がく

［平成 30 年度　湯沢市資料］

0 3㎞

北
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ねぎができるまで

ねぎづくりにはどのようなくふうがあるでしょう。

１１～１月

↑①まいたたねがめを出しました

暗きょはい水管

２～３月

↑②ハウスの中で温度管理をして育てます

いどうできる作業小屋

４～

↑③畑に植

　ほかにどんなくふうがあるでしょう。

　ふしぎに思
おも

ったことを整
せい

理
り

して、農
のう

家
か

の人
ひと

に聞
き

いてみましょう。

　ねぎは、水はけのよい土でよく育つの
で、はい水（たまっている水を流すこと）
がよくなるように、畑に暗きょはい水管
をうめています。

　作業小屋がいどうするので、今までと
くらべしゅうかく作業が、楽になりまし
た。この作業小屋は、「ねぎ魔神（まじん）」
とよばれています。
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６～７月

↑④土をよせて大きくします

８～１１月

↑⑤しゅうかくされるねぎです

５月

えかえます

佐藤さんのねぎは、県の種苗交換会
でも高いひょうかを受けています。
湯沢市がねぎのさん地としてますま
す注目されるようにがんばるそうで
す。

ねぎは上のようにはこづめされ東京の大
田市場に送られます。
そこから、いろいろな店に買い取られ売
り出されます。

佐藤さんのねぎの送り先
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２　工
こう
場
じょう
の仕

し
事
ごと

　市
し

には、どんな工
こう

場
じょう

があるかな。

市
し

のどのあたりに、どんな工
こう

場
じょう

が集
あつ

まっているかな。

市
し
で５人

にん
以
い
上
じょう
がはたらいている工

こう
場
じょう
の数
かず

［平成 30 年度　湯沢商工会議所・ゆざわ小町商工会資料］

湯沢地域
電子・機械…15
繊維製品…9
靴・カバン…6
食料品…6
木材・木製品…5
酒類等…4
乾麺…3
印刷…3
味噌等…2
その他…1

雄勝地域
電子・機械…3
食料品…1
その他…1

稲川地域
乾麺…16
木材・木製品…11
靴・カバン…4
繊維製品…3
電子・機械…1

皆瀬地域
乾麺…2
電子・機械…2
靴・カバン…1
食料品…1
その他…1

湯沢市の工場（働いている人が５人以上）がある場所
［平成 30 年度　湯沢商工会議所・ゆざわ小町商工会資料］
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ジ
オ
パ
ー
ク
に
行い
っ
て
み
よ
う
！
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うどんができるまで

↓①練り ↓②切り ↓③小巻き

小麦粉に対して食塩水５５％以
上を加えて合わせ生地をつく
り、 じゅく成させます。

じゅく成した生地を平らにのば
し、 ほうちょうで一定のはばに
切ります。

切った生地を転がしながら丸い
ひも状にして、 おけの中に円を
かきながらまいていきます。

うどんの工
こう
場
じょう
では、どのようなくふうをしているのでしょう。

手綯いの技 品質検査

　ほかにどんなくふうがあるでしょう。

　ふしぎに思
おも

ったことを整
せい

理
り

して、工
こう

場
じょう

の人
ひと

に聞
き

いてみましょう。

手ないの作業がうどんのおいしさにつな
がるので、一本一本ていねいに細くのば
すように作業しています。

お客さんに安心しておいしく食べてもら
えるように、できたうどんをしょく人の
きびしい目でせんべつしています。
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↓④手綯い ↓⑤つぶし ↓⑥延ばし

稲庭うどんの独特の技術である
手綯いは、小巻きした生地を２
本のぼうに８の字にかけて細く
していきます。

つぶしぼうで手綯いした生地を
平らにつぶします。 この作業
により稲庭うどん特有の麺線が
できます。

ほし台につぶした生地をかけて
かんそうさせます。 はじめの
工程から３～４日かけて稲庭う
どんができあがります。

世界で売られる稲庭うどん

【H31 佐藤養助商店資料より】
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　３　いろいろな店
みせ

　スーパーマーケットのほかにも、わたしたちは、いろいろな店
みせ

をりよ

うしています。

　これらのお店
みせ

には、それぞれどんなくふうがあるのでしょう。

商店街

大型せんもん店

小売店（肉や）

コンビニエンスストア

小売店（魚や）

移動販売車
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３　くらしを守
まも
る

１　火
か
事
じ
がおきたら

　◆おそろしい火
か
事
じ

　湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

の人
ひと

たちは、火
か

事
じ

をださないよう

に気
き

をつけています。消
しよう

防
ぼう

しょの人
ひと

たちも市
し

の中
なか

を見
み

まわり注
ちゆう

意
い

をよ

びかけています。それでも、火
かじ

事がおきているのはどうしてでしょう。

　湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

でおきた火
か

事
じ

のおもな原
げん

因
いん

は左
ひだり

の表
ひよう

のようになっています。

　火
か

事
じ

のおそろしさは、どんなところにある

のかどのようにすれば自
じ

分
ぶん

たちの命
いのち

やたて物
もの

などを火
か

事
じ

から守
まも

ることができるのか、みん

なで話
はな

し合
あ

ってみましょう。

火事の原因 けん数
たき火、ごみたき ４０
電気器具・配線 １４
車から出火 　８
ストーブ 　８
放火 　６
たばこ 　５
原因不明・調べ中 １５
その他 ２１

（平成 26 年〜 30 年　湯沢雄勝広域圏消防本部調べ）

　◆学校の消
しょう
防
ぼう
しせつ

　学
がっ

校
こう

には、火
か

事
じ

から守
まも

るためのいろいろなしせつがあります。学
がっ

校
こう

の

防
ぼう

火
か

や消
しょう

火
か

のためのしせつを調
しら

べてみましょう。

　火
か

事
じ

がおきたら､ だれがどのようにして、わたしたちの生
せい

活
かつ

を守
まも

るのでしょう。

　学
がっ

校
こう

の消
しよう

防
ぼう

しせつが､ なぜ､ その場
ば

所
しょ

にあるのか、考
かんが

えてみましょう。

熱感知器

煙感知器

防
ぼう

火とびら
きゅう助

じよ
ぶくろ 消

しよう
火
か

器
き

消火せん
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　◆まちで見
み
つけた消

しょう
防
ぼう
しせつ

　学
がっ

校
こう

からの帰
かえ

り道
みち

にも、消
しょう

防
ぼう

しせつがあります。

　学
がっ

校
こう

のまわりをたんけんして、どこに、どんな消
しょう

防
ぼう

しせつがあるのか、

さがしてみよう。

　◆消
しょう
防
ぼう
しょをたずねて

　湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

には、消
しょう

防
ぼう

しょが１つと分
ぶん

しょが３つあります。

　消
しょう

防
ぼう

しょでは、火
か

事
じ

がおきたとき、いつでも、どこにでも、すぐに

かけつけ、すばやく消
しょう

火
か

活
かつ

動
どう

ができるようにしています。

　まちでは、どんな消
しょう

防
ぼう

のくふうをしているのか調
しら

べましょう

　火
ひ

を消
け

すしくみはどのようになっているのでしょう。

新しい「消火栓」（夏期）
新しい「防火水そう」（冬期）

消ぼう本部

消ぼうしょ

分しょ

東
成
瀬
村

羽後町

消ぼうしょの場所

雄
勝
分
し
ょ

稲
川
分
し
ょ

湯
沢
消
ぼ
う
し
ょ

消
ぼ
う
本
部

皆
瀬
分
し
ょ

文
文

文

文 文

文

文

文

文
文

文文
文

文

文

文

文

13
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消
しょう
防
ぼう
しょを見

けん
学
がく
して、つぎのようなことを調

しら
べてみましょう。

①�　早
はや
く火

か
事
じ
を知

し
り、早

はや
くかけつけて、早

はや
く消

しょう
火
か
活
かつ
動
どう
ができるよ

うにするため、どのようなしくみになっているのでしょう。

②�　①をおこなうために、消
しょう
防
ぼう
しょといろいろなしせつはどのよ

うに力
ちから
を合

あ
わせているのでしょう。

③　�火
か
事
じ
をふせぐために、ふだん、どんなしごとをしているので

しょう。

消防車

消防本部の施設正面 署員の交代制勤務表

高規格救急車 化学車

1 2 3 4 5 6 7
１部 A さん 当番 非番 当番 非番 週休 週休 当番
２部 A さん 非番 当番 非番 週休 週休 当番 非番
１部 B さん 週休 週休 当番 非番 当番 非番 週休
２部 B さん 週休 当番 非番 当番 非番 週休 週休
１部 C さん 当番 非番 週休 週休 当番 非番 当番
２部 C さん 非番 週休 週休 当番 非番 当番 非番

中高層ビル［雄勝中央病院］
への火災防御活動訓練の様子
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　◆消
しょう
火
か
のための協

きょう
力
りょく

　もしも大
おお

きな火
か

事
じ

がおきたときには、湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

内
ない

の消
しょう

防
ぼう

しょだけでな

く、羽
う

後
ご

町
まち

や東
ひがし

成
なる

瀬
せ

村
むら

の分
ぶん

しょと協
きょう

力
りょく

して消
け

します。さらに大
おお

きい火
か

事
じ

や地
じ

しんなどのさいがいのときには、となりの山
やま

形
がた

県
けん

や自
じ

衛
えい

隊
たい

などか

らおうえんに来
き

てもらう約
やく

束
そく

もしています。

　また、湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

には消
しよう

防
ぼう

団
だん

があり、多
おお

くの団
だん

員
いん

がいます。

　消
しょう

防
ぼう

団
だん

員
いん

は、自
じ

分
ぶん

たちのまちを守
まも

るために自
じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

を持
も

ちながら

ボランティアとして活
かつ

動
どう

しています。

　さいがいがおきると、消
しょう

防
ぼう

しょの人
ひと

たちと同
おな

じように火
か

事
じ

やいろい

ろなさいがいに出
しゆつ

動
どう

し、活
かつ

やくします。

　また、日
ひ

をきめて消
しよう

防
ぼう

訓
くん

練
れん

をしたり、火
か

事
じ

の予
よ

防
ぼう

活
かつ

動
どう

や器
き

具
ぐ

の点
てん

けん

などをしています。

　火
か　じ

事をふせぐために、どんな協
きょう　りょく

力のしくみがあるのでしょう。

消ぼう団の訓
くん

練
れん

広
こう

報
ほう

・点けん活動
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２　事
じ
故
こ
をふせぐ

　◆交
こう
通
つう
事
じ
故
こ
のようす

　秋
あき

田
た

県
けん

そして湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

でも、毎
まい

年
とし

交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

がおきています。( ※平
へい

成
せい

29 年
ねん

は 65件
けん

、30年
ねん

は 54件
けん

)

　交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

の原
げん

因
いん

を見
み

ると、車
くるま

を運
うん

転
てん

している人
ひと

だけではなく、歩
ある

いている

人
ひと

のほうにも原
げん

因
いん

があるようです。

　自
じ

分
ぶん

たちの湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

ではどのように

なっているのか、事
じ

故
こ

がおこりやすい

場
ば

所
しょ

はどんなところなのかなどについ

て調
しら

べ、事
じ

故
こ

にあわないようにするた

めにはどのようにすればいいのか考
かんが

え

ましょう。

　◆道
どう
路
ろ
を調
しら
べよう

　学
がっ

校
こう

のまわりをたんけんして、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

をふせぐためのしせつのようす

について調
しら

べましょう。

交通事故の発生原因 件数

前をよく見ていない 198

一時停
て い し

止をしない 114

ハンドル・ブレーキ操作ミス 90

安全不かくにん 80

右がわ通行 51

歩行者ぼうがい 41

信号むし 39

飲
いん

酒
しゆ

運
うん

転
てん

8

スピードの出しすぎ 5

（「平成３０年から令和元年６月末までの発生状況」より
（秋田県警まとめ）

　交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

のないまち

にするには、どうした

らいいのでしょう。

ガードレール

カーブミラーとスクールゾーン

押しボタン式信号ふみきり
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　◆交
こう
通
つう
事
じ
故
こ
からくらしを守

まも
る

　交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

がおきたとき、けいさつしょ

の人
ひと

たちはどんな仕
し

事
ごと

をするのでしょ

う。

　事
じ こ

故や事
じ

けんを見
み

つけた人
ひと

が１１０番
ばん

に電
でん

話
わ

をします。すると、すぐにその場
ば

所
しょ

にかけつけます。

　交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

がおきたときは、つづけて事
じ

故
こ

がおきないように交
こう

通
つう

整
せい

理
り

を

します。

　そして、救
きゆう

急
きゆう

隊
たい

と協
きょう

力
りょく

してけが人
にん

を救
きゆう

助
じよ

したり、事
じ こ

故の原
げんいん

因をくわ

しく調
しら

べて、二
に ど

度と事
じ こ

故がおきないようにします。

　また、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

をふせぐためにいろいろな仕
し

事
ごと

をしています。

　・信
しんごう

号などの安
あんぜん

全しせつの点
てん

けんや整
せい

び

　・�交
こうつう

通ルールいはん者
しゃ

の取
と

りしまり

（飲
いん

酒
しゆ

運
うん

転
てん

やシートベルト）

　・学
がっこう

校や地
ち く

区ごとの交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

教
きょう

室
しつ

　・�広
こう

ほう（車
しゃ

）などでの事
じ

故
こ

防
ぼう

止
し

のよ

びかけ

　・地
ち

いきの見
み

回
まわ

り ( パトロール )

　交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

から人
ひと

びとのくらしを守
まも

るために、けいさつの人
ひと

はどんな仕
し

事
ごと

をしている

のでしょう。

湯沢けいさつしょ

交通安全教室
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　◆交
こう
番
ばん
・ちゅうざい所

しょ
のしごと

　交
こうばん

番やちゅうざい所
しょ

のけいさつ官
かん

は、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

をふせぐ仕
し

事
ごと

や事
じ こ

故が

おきたときの仕
し

事
ごと

のほかに、どんな仕
し

事
ごと

をしているのでしょう。

　交
こう

番
ばん

やちゅうざい所
しょ

のけいさつ官
かん

は、どんな仕
し

事
ごと

をして いるのでしょう。

けいさつしょや交
こう
番
ばん
、ちゅうざい所

しょ
を見

けん
学
がく
して、つぎのようなこと

を調
しら
べてみましょう。

①　�事
じ
故
こ
や事

じ
件
けん
がおきたとき、けいさつの人

ひと
たちは、わたしたち

を守
まも
るためにどのようにして仕

し
事
ごと
をしているのでしょう。

②　�①の仕
し
事
ごと
をするために、けいさつの人

ひと
たちは、ほかのしせつ

などと、どのように力
ちから
を合

あ
わせているのでしょう。

③　�交
こう
通
つう
事
じ
故
こ
や事

じ
件
けん
がおきないようにするため、ふだんから、ど

のような仕
し
事
ごと
をしているのでしょう。

北交番

須川駐在所

雄勝交番

秋ノ宮駐在所

稲川交番

皆瀬駐在所
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４　市
し
のうつりかわり

１　市
し
のようすと人

ひと
々
びと
のくらしのうつりかわり

現在の湯沢市になるまで

　わたしたちの市
し

は、いつごろ、どのようにかわってきたのでしょう。

現在の湯沢市になるまで
湯沢町
岩崎町
山田村
三関村
弁天村
幡野村
須川村 須川村

昭和29年 3月 31日

湯沢市

昭和31年 6月 5日

昭和 30年 3月 1日

湯沢市

昭和31年 9月 30日

稲庭川連町

昭和30年 4月 15日

雄勝町
昭和30年 7月 25日

雄勝町

昭和41年 4月 1日

稲川町
平成17年 3月 22日
湯　沢　市

湯沢市

稲川町

雄勝町

皆瀬村

稲庭町
三梨村
川連町

駒形村

院内町
横堀町
秋ノ宮村
小野村

皆瀬村

小野村
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旧稲川町旧稲川町

旧湯沢市旧湯沢市

旧雄勝町旧雄勝町

旧皆瀬村旧皆瀬村

図　合
がっ

併
ぺい

前
まえ

の市
し

町
ちょう

村
そん

区
く

分
ぶん
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　◆道
どう
路
ろ
や鉄
てつ
道
どう
のうつりかわり

　湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

市
し

街
がい

地
ち

は、国
こく

道
どう

１３号
ごう

の西
にし

側
がわ

をのぞくと、４００年
ねん

前
まえ

の町
まち

わり

とほとんど変
か

わっていません。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に商
しょう

家
か

や宿
しゅく

場
ば

のしせつが立
た

ち

並
なら

んだ羽
う

州
しゅう

街
かい

道
どう

は、（県
けん

）西
にし

松
まつ

沢
さわ

杉
すぎ

沢
さわ

線
せん

（旧
きゅう

国
こく

道
どう

13 号
ごう

）として整
せい

備
び

されて、当
とう

時
じ

よりその沿
えん

道
どう

を中
ちゅう

心
しん

に市
し

街
がい

地
ち

を形
けい

成
せい

してきました。

　また、1905年
ねん

（明
めい

治
じ

38 年
ねん

）には奥
おう

羽
う

本
ほん

線
せん

の院
いん

内
ない

駅
えき

以
い

北
ほく

への延
えん

伸
しん

に

ともない湯
ゆ

沢
ざわ

駅
えき

が開
かい

業
ぎょう

し、旧
きゅう

国
こく

道
どう

１３号
ごう

線
せん

だけでなく湯
ゆ

沢
ざわ

駅
えき

周
しゅう

辺
へん

にも

市
し

街
がい

地
ち

が広
ひろ

がりました。

図　市街地のうつり変わり
出典：国勢調査人口集中地区境界図（総務省）,

国土数値情報ダウンロードサービス
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　◆湯
ゆ
沢
ざわ
駅
えき
　駅
えき
舎
しゃ
のうつりかわり

昭和 11 年（1936 年）

平成 19 年（2007 年）

令和元年（2019 年）
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　◆（人
じん
口
こう
のうつりかわり）

総
そう
人
じん
口
こう

図①　人口の推移
資料：国勢調査（1955 ～ 2015）,

国立社会保障人口問題研究所推計の将来人口（2020 年～）

年
ねん
齢
れい
別
べつ
人
じん
口
こう
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高
こう
齢
れい
化
か
率
りつ

図②　高齢化率の推移

図③　地域別人口の推移
資料：各年国勢調査（1950 ～ 1995 年）, 2015 年以降は 2010 年国勢調査 100m メッシュ人口を基に推計

地
ち
域
いき
別
べつ
人
じん
口
こう
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　◆（公
こう
共
きょう
しせつのうつりかわり）

小
しょう
学
がっ
校
こう
　平
へい
成
せい
元
がん
年
ねん
（1989年

ねん
）

岩崎小学校
湯沢北小学校

小野小学校

横堀小学校院内小学校

秋ノ宮小学校

中山小学校

湯ノ岱小学校

高松小学校

坊ヶ沢小学校 生内小学校

小安小学校

新田分校

市役所

湯沢西小
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令
れい
和
わ
元
がん
年
ねん
（2019年

ねん
）

湯
ゆ
沢
ざわ
市
し
の小
しょう
学
がく
生
せい
数
すう
のうつり変

か
わり

（令和２年　湯沢市教育委員会）
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　◆（道
どう
具
ぐ
とくらしのうつりかわり）

電
でん
　話

わ

せんたく

あかり

テレビ
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５　住
す
みよいくらしをつくる

１　水
みず
はどこから

　◆わたしたちが使
つか
う水
みず
の量
りょう

　わたしたちのくらしの中
なか

で、水
みず

はどんなことに使
つか

われているのでしょう。

上
じょう
水
すい
道
どう
利
り
用
よう
人
じん
口
こう
と１日

にち
あたりの使

し
用
よう
量
りょう
（湯

ゆ
沢
ざわ
地
ち
区
く
のみ）

年度 上水道利用人口 １日一人
あたりの使用量

平成 26 年度 23,499（人） 302（リットル）

平成 27 年度 23,395　 287　　　　
平成 28 年度 23,307　 282　　　　
平成 29 年度 22,715　 288　　　　
平成 30 年度 22,189　 290　　　　

Ｈ 30年
ねん
度
ど
　湯

ゆ
沢
ざわ
西
にし
小
しょう
学
がっ
校
こう
の水

みず
の使

し
用
よう
量
りょう

0

200

400

600

800

1000
（立方メートル）

3 月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

合計

327

165

392

872

500

221

301

395
353

185

281
309

手洗い場 給食センター プール
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　◆三
みっ
つの水

すい
道
どう

　湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

では、三
みっ

つの水
すい

道
どう

を使
つか

っています。

　上
じよう

水
すい

道
どう

・・・・�雄
お

物
もの

川
がわ

の伏
ふく

流
りゆう

水
すい

を水
すい

源
げん

にしていて、消
しよう

毒
どく

したあと、

それぞれの家
いえ

にパイプで送
おく

っています。

　簡
かん

易
い

水
すい

道
どう

・・・�利
り

用
よう

する人
じん

口
こう

が５．０００人
にん

以
い

下
か

のきぼの小
ちい

さな水
すい

道
どう

。

せつびは大
おお

がかりではないが、上
じよう

水
すい

道
どう

と同
おな

じ方
ほう

法
ほう

でそ

れぞれの家
いえ

に送
おく

っています。

　自
じ

家
か

用
よう

水
すい

道
どう

・・�それぞれの家
いえ

ごとに自
じ

家
か

用
よう

のポンプで地
ち

下
か

水
すい

をくみ上
あ

げて使
つか

っています。また、自
し

然
ぜん

にわき出
で

た水
みず

を使
つか

うこ

ともあります。

　わたしたちの生
せい　かつ

活に欠
か

かせない水
みず

は、どこでどのようにしてつくられ、送
おく

られてく

るのでしょう。

稲
いな
川
かわ
地
ち
区
く
の上
じよう
水
すい
道
どう
のしくみ

配
はい

水
すい

池
ち

稲川地区に３か所ある配
はい
水
すい

池
ち
に送られます

くみ上げた水を、ポンプ
井
せい
にためておき、消

しよう
毒
どく
の

薬を入れます各家庭や学校へ

ポンプで地下水をくみ上げ
ます

取
しゆ

水
すい

場
じよう

取水場薬
やく

注
ちゆう

室
しつ

取水場ポンプ室
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　市
し

役
やく

所
しょ

の中
なか

に水
すい

道
どう

についての仕
し

事
ごと

をする水
すい

道
どう

課
か

という係
かかり

があります。

　安
あん

全
ぜん

でおいしい水
みず

をとどけるために、働
はたら

く人
ひと

はどんなことに気
き

をつけているのでしょう。

水
みず
を作
つく
る水
すい
道
どう
かんり会

かい
社
しゃ
の人
ひと
の話
はなし

水
すい
道
どう
課
か
の人
ひと
の話
はなし

　わたしたちは、安
あん

全
ぜん

で安
あん

心
しん

な水
みず

を毎
まい

日
にち

かかさずに学
がっ

校
こう

や家
か

庭
てい

におく

れるように、日
にっ

中
ちゅう

は２～３人
にん

、夜
よる

は１人
り

が働
はたら

いていて、２４時
じ

間
かん

水
みず

の

かんりをしています。

　みなさんが使
つか

う水
みず

に病
びょう

気
き

のもとになるばいきんや体
からだ

によくないもの

が入
はい

っていないかを調
しら

べています。そして、ばいきんをしょうどくす

るための薬
くすり

の量
りょう

を変
か

えながら、安
あん

全
ぜん

でおいしい水
みず

を作
つく

っています。

　雨
あめ

の量
りょう

が多
おお

くなると、水
みず

がにごることもあるので、気
き

象
しょう

情
じょう

報
ほう

を気
き

にしながら、よごれをとる薬
くすり

の量
りょう

を調
ちょう

整
せい

するということもしています。

　水
すい

道
どう

課
か

では、毎
まい

日
にち

、安
あん

全
ぜん

な水
みず

がまちがいなく各
かく

家
か

庭
てい

に行
い

きわたるよ

うに、仕
し

事
ごと

をしています。例
たと

えば、お客
きゃく

様
さま

から料
りょう

金
きん

を集
あつ

めて、その

料
りょう

金
きん

で古
ふる

くなった水
すい

道
どう

管
かん

や取
しゅ

水
すい

場
じょう

の設
せつ

備
び

をとりかえています。

　教
きょう

科
か

書
しょ

にある上
じょう

水
すい

道
どう

のしくみと、湯
ゆ

沢
ざわ

の上
じょう

水
すい

道
どう

のしくみをくらべてみましょう。
湯
ゆ

沢
ざわ

の水
みず

は、伏
ふく

流
りゅう

水
すい

をくみ上
あ

げて使
つか

っているので、どろやごみが少
すく

ないため、消
しょう

毒
どく

をするだけで飲
の

める水
みず

になるのです。このきれいな水
みず

をわたしたちは大
たい

切
せつ

にして
いかなければいけません。

監視モニター 水道工事

　配
はい

水
すい

池
ち

や各
かく

家
か

庭
てい

に水
みず

が送
おく

られる状
じょう

況
きょう

がいつでもわかるようにコン

ピュータで管
かん

理
り

しています

湯
ゆ
沢
ざわ
の水
みず
はきれい？
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　◆下
げ
水
すい
しょりのしくみ

　使
つか

われた水
みず

はどのようになるのでしょう。

下
げ
水
すい
処
しょ
理
り
場
じょう
の人
ひと
の話
はなし

　下
げ

水
すい

道
どう

には、トイレ、台
だい

所
どころ

、洗
せん

濯
たく

、風
ふ

呂
ろ

などで使
つか

われた水
みず

が流
なが

れて

きます。中
なか

にはどうしても処
しよ

理
り

でき

ないものも流
なが

れてきます。ティッ

シュペーパーも水
みず

にとけないので処
しよ

理
り

に困
こま

ります。家
か

庭
てい

でも食
しよく

用
よう

油
あぶら

を流
なが

さないなど、きまりを守
まも

って下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

に協
きょう

力
りょく

してほしいと思
おも

います。

 下
げ

水
すい

道
どう

終
しゆう

末
まつ

処
しよ

理
り

場
じよう

水
みず
にやさしい生

せい
活
かつ

水
みず

がよごれると・・・・

わたしたちができることは・・・・・
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↑ ごみステーション

↑ 学校のごみおき場

ごみ収集車

↑ ごみおき場のかん板

湯沢市環境課調べ

２　ごみの処
しよ
理
り
と利

り
用
よう

　◆ごみ調
しら
べ

　湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

では、わたしたちの家
いえ

から出
だ

されるごみを「もえるごみ」と「も

えないごみ」「しげんごみ」「そ大
だい

ごみ」とに分
わ

けて決
き

められた日
ひ

に、き

められた場
ば

所
しょ

に出
だ

しておくと、ごみしゅう集
しゅう

車
しゃ

が集
あつ

めに来
き

てくれます。

　わたしたちの家
いえ

からは、どんなごみが、どのくらい出
で

ているのか調
しら

べ

てみましょう。

　湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

のごみのしょ理
り

はどのようにされて

いるのでしょう。

16,500

16,000

15,500

15,000

14,500

14,000

13,500

13,000

トン

平成28年度
※資源ごみを除いた数字

平成 26年度平成 24年度平成 22年度平成 20年度

16005

15315
15434

15010

14228

湯
ゆ
沢
ざわ
市
し
ごみ処

しょ
理
り
量
りょう
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↑ 湯沢雄勝クリーンセンター ↑ 湯沢雄勝リサイクルセンター

湯沢雄勝クリーンセンターのパンフレット

　◆ごみのゆくえ
　ごみしゅう集

しゅう

車
しゃ

で集
あつ

められたごみは、せいそう工
こう

場
じょう

に運
はこ

ばれます。

せいそう工
こう

場
じょう

では、もやしたり、細
こま

かくつぶしたりして、最
さい

後
ご

はうめ

たてしょ分
ぶん

地
ち

にうめます。

　ごみしょ理
り

しせつの見
けん

学
がく

の計
けい

画
かく

を立
た

てて、見
けん

学
がく

に行
い

ってみましょう。

　もえるごみは、湯
ゆ

沢
ざわ

雄
お

勝
がち

クリーンセンターに運
はこ

ばれて燃
も

やされます。

　燃
も

えないごみは、八
やつおもて

面の湯
ゆ

沢
ざわ

雄
お

勝
がち

リサイクルセンターに運
はこ

ばれ、分
ぶん

別
べつ

されて、一
いつ

般
ぱん

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

最
さい

終
しゆう

処
しよ

分
ぶん

場
じよう

にうめたてられます。

　また、びん・かん・古
こ

紙
し

などのしげんごみは、リサイクルされます。

　集
あつ

められたごみは、どのように始
し

末
まつ

されているのでしょう。
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ミ
ゴ
る
え
も

ミ
ゴ
い
な
え
も

ビン

カン

古紙

古布

粗大
ゴミ
こでん
・水銀
含有物

ペット
ボトル
その他
プラス
チック

家電
４品目

パソ
コン

処理
できない
ゴミ
事業系
ゴミ

ミ

ゴ

る

す

集

収

ミ

ゴ

る

す

集

収

ミ
ゴ
い
な
し
集
収

ミ
ゴ
い
な
し
集
収

ゴ ミ の 種 類 排 出 方 法

広域ごみ処理施設
( 直接搬入する場合）

み
込
持
み
込
持

必ず町内名、
氏名を記入
すること

必ず町内名、
氏名を記入
すること

ノートブック型
パソコン

ディスプレイデスクトップ型
パソコン（本体）

必ず氏名を
記入すること

必ず氏名を
記入すること

リサイクルマークを
確認してください

必ず町内名、氏名を
記入すること

リサイクルマークを
確認してください

必ず町内名、氏名を
記入すること

必ず町内名、氏名を
記入すること

バッテリー 注射器消火器 廃油
プロパン
ガスボンベ劇薬・農薬

問い合わせ：湯沢市役所くらしの相談課生活環境班　℡0183-55-8069

湯 沢 市 ゴ ミ 分 別 表
【平成30年４月１日～】

●使い捨て
　カイロ ●保冷剤

●使い捨て
　ライター

●発泡スチロール

●紙くず、衣類、皮革製品、
　ゴム製品、小型木製品

●プラスチック製品
「その他プラスチック」以外のもの

●台所のゴミ

中身を抜いて
●ポリタンク
中身を抜いて

紙オムツ等は
汚物を取り除く

蛍光灯、植木鉢、
傘、金属製カミソリ、
ビンのフタ、コード類など

ラジオ、アイロン、電卓、魔法瓶、
ストーブ、電子レンジなど
指定袋に入る大きさのもの

電池やコンセントを
使用するもの

●その他

●小型家電製品 ●調理器具、 陶磁器類 ●金属製品
●おもちゃ

●もえるゴミ…………………［有料］湯沢雄勝クリーンセンター（湯沢市中崎）℡５６－６１２０
●もえないゴミ・粗大ゴミ・ペットボトル
　その他プラスチック………［有料］湯沢雄勝リサイクルセンター（稲川スキー場手前）℡42－4422

●事業活動に伴う一般家庭と同様のゴミは、広域ごみ処理施設へ直接搬入するか市の許可を
）。いさだくね尋おへ所役市沢湯、はていつに者業可許（。いさだくてし頼依に者業たけ受　

●事業活動に伴う産業廃棄物は、産業廃棄物処理業者に依頼してください。

●廃油、ガレキ（コンクリ塊、モルタル）、
　土砂、焼却灰、消火器、バッテリー、ドラム缶、
　プロパンガスボンベ、農薬、塗料、便器、
　医療系ゴミ（注射器、注射針など）など
●一時多量ゴミ（引っ越し、大掃除などのゴミ)

●家電リサイクル法対象４品目
　テレビ（液晶等含む）、エアコン、
　洗濯機・衣類乾燥機、冷蔵庫・冷凍庫

●デスクトップ型パソコン本体、
　ノートブック型パソコン、
　ディスプレイ一体型パソコン、
　ブラウン管式ディスプレイ、
　液晶式ディスプレイ

（製品に同梱されていたキーボード、マウス、
 テンキー、コード類などの装置も含みます。） リサイクル

●粗大ゴミ（スキー、スノーダンプ、自転車、
　イス、ガステーブル、コタツ、ストーブ、
　タイヤ、扇風機、鏡台など）

●特別粗大ゴミ（家具類、じゅうたん、ベッド、
　マットレス、ガス台、ものほし竿、オルガンなど）

●使用済み小型家電（携帯電話、デジタルカメラ、
　携帯型音楽プレイヤー、
　小型ゲーム機、電子辞書、
　ケーブル類など）

●ボタン電池、水銀体温計、
　水銀血圧計

容器包装類以外のものは
「もえるゴミ」として出
してください
汚れている場合は、水洗
いして出してください

ラベル、キャップは取り
外して「その他プラ」へ
中を軽く水ですすいで出
してください

●菓子の袋、食品トレイ
　（白色トレイ含む）、
　カップ、ボトル、
　ラベルなどの
　容器包装類

●飲料用（お茶、
　ジュース、焼酎）、
　調味料（しょうゆ、
　食酢）などの
　ペットボトル

●Ｔシャツ、スーツ、スカート、セーター、
　ジャージ、パジャマ、下着、コート、バッグ、
　きもの、毛布、タオル、左右揃った靴下・靴
　（長靴・ブーツ除く）など

「その他紙類」は雑誌類と
一緒に出してください。
○紙箱類　○包装紙類
○台紙類　○紙袋類

工業用オイル缶、一斗缶は
「もえないゴミ」へ

劇薬・農薬・殺虫剤ビン、
ビンのフタは「もえないゴミ」へ

一升ビン、ビールビンは
廃品回収か購入店へ

指定ゴミ袋には、必ず町内名と
氏名（フルネーム）を記入すること

中身を完全に
使いきり、穴
をあけて出し
てください

食用油缶は、油が滴り落ち
ないように使い切って出し
て下さい

●雑誌類●紙パック●ダンボール

●飲み物、食べ物が入っていた金属製の容器
●スプレー缶、ガス缶

●新聞紙（折込チラシ）

薬ビン、化粧用品ビンなど
ドリンク、ワイン、
ジャム、油ビンなど

（人に害のないもの）
●飲食物用ビン　●その他ビン　●ガラス類

●乾電池 ※充電式電池・ボタン型電池
　は購入店や回収協力店へ

◎湯沢市指定「もえないゴミ袋」に入れて出してください。
◎割れた蛍光灯や包丁などは、新聞紙に包んで「キケン」と記載して出し
てください。
◎肥料袋や米袋、黒いゴミ袋などで二重袋にしないでください。
◎家庭ゴミではない、石膏ボード、コンクリート、注射針、車の部品などの
産業廃棄物は出さないでください。
◎市指定のゴミ袋に入らないものは、「粗大ゴミ」として出してください。
◎ビンやカンを入れないでください。
◎蛍光灯は割らないで出してください。
◎蛍光灯や傘は袋からはみ出しても回収します。

◎「湯沢市資源回収箱」に入れて出してください。
◎ビンは中身が残らないようにして出してください。
◎汚れているビンは軽くすすいで出してください。
◎ビンとガラス類は混ぜて出しても結構です。
◎レジ袋等に入れて出さないでください。
◎割れたビンやガラスは「湯沢市資源回収箱」底部に新聞紙等を敷き、
こぼれないようにして出してください。

◎「湯沢市資源回収箱」に入れて出してください。
◎カンは中身が残らないようにして出してください。
◎汚れているカンは軽くすすいで出して下さい。
◎スプレー缶やガス缶は完全に使い切り、穴をあけて出してください。
（フタや噴出口は「もえるゴミ」へ）
◎レジ袋等に入れて出さないでください。

◎各品目ごとに「紙ひも」で結束して出してください。
◎紙パックは中をすすいで切り開いて出してください。
◎キッチンペーパー、汚れた紙、感熱紙、カーボン紙、写真などは
「もえるゴミ」として出してください。

◎透明か半透明の中身の見える袋に入れて、口を固く縛って出してください。
◎ハンガーは、必ず外してください。
◎衣類と靴は別々の袋で出してください。
◎衣類として再使用しますので、汚れや破れ、カビがあるものは回収でき
ません。

◎湯沢市指定「ペットボトル専用袋」に入れて出してください。
◎ペットボトルは、つぶしたり切り刻んだりしないでください。
◎油っぽいものや、汚れの落ちないものは「もえるゴミ」として出して
ください。

◎湯沢市指定「その他プラスチック専用袋」に入れて出してください。
◎汚れが落ちないもの、発泡スチロールは「もえるゴミ」として出して
ください。
◎切り刻まないでください。

◎市役所本庁舎、各支所で「ステッカー」を購入し、町内名・氏名を記入の
上、粗大ゴミに貼り付けて出してください。

◎「もえないゴミ袋」に入らない物で、100×150×70（㎝）まで30kg
未満なら集積所に出してください。

◎特別粗大ゴミの排出は、事前に市役所の窓口で申し込みが必要です。

◎15×25（㎝）以下の小型家電は、市役所本庁舎、各支所などに設置している
「こでん回収ボックス」へ出してください。
◎機器内の個人情報は、消去して出してください。
◎ボタン型電池は、電極にセロテープを貼り、市役所本庁舎、各支所のボタン型
電池回収ボックスに出すこともできます。
◎水銀体温計と水銀血圧計は、本庁舎くらしの相談課、各支所の窓口へ持込ください。

◎廃棄する家電製品を購入した小売店か、同じ種類の製品を買い換えよう
とする小売店に引き取りを依頼（有料）してください。
◎購入した小売店がわからない場合は、郵便局で「家電リサイクル券」を
購入し、日本通運（株）横手支店（℡０１８２－３５－４１５１）へ自己搬入し
てください。

◎各メーカーの受付窓口へ回収を依頼してください。
◎受付窓口が分からない場合や自作パソコンの回収依頼について
は、パソコン３Ｒ推進協会（http://www.pc3r.jp）または（℡
03-5282-7685）へお問い合わせください。

◎パソコンや周辺機器の一部は、広域市町村圏組合のリサイクルセ
ンターで受入が可能ですので、お問い合わせの上、自己搬入してく
ださい。

PCリサイクルマークの付い
たパソコンは、メーカーが無
料で回収、再資源化を行って
います。
マークのついて
ないものは回収
再資源化料金が
発生します。

◎購入店または専門処理業者へ処理を依頼してください。
◎引っ越しなどによる一時多量ゴミは、直接広域ごみ処理施設へ搬入す
るか、市の許可を受けた業者に収集を依頼してください。
◎消火器は、消火器リサイクル推進センター（℡03-5829-6773）、
プロパンガスは、秋田県 LPガス協会（℡0120-44-3326）へお問
い合わせください。

◎事業活動（農業含む）により生じる廃棄物は、集積所に出すことは
できません。

◎受入時間は平日の午前８時３０分～午後４時３０分まで
）止休入受はでま時１後午～午正（ 　

◎処理料金や受入の可否については、各施設へお問い合わせくだ
さい。

◎湯沢市指定「もえるゴミ袋」に入れて出してください。
◎生ゴミは、十分に水を切って出してください。
◎使い捨てライターは一度に大量に出さないで下さい。
◎廃食用油（サラダ油、ごま油など植物性のもの）は、湯沢生涯学習センター
や各支所、各地区センターで回収していますので、ご協力お願いします。
◎電気毛布は、毛布部分はもえるゴミ、コントローラー部分はもえないゴミ
へ出してください。
◎皮革製品は、皮革部分と金属部分をなるべく分けて出してください。

※タイヤは普通車まで粗大ゴミへ

保冷剤

↑ プレスされたごみ ↑ 八
やつおもて

面の最終しょ分場

　◆ごみを減
へ
らす

　びん・かん・古
こ

紙
し

などのさい利
り

用
よう

できるものは、さい利
り

用
よう

していくく

ふうをしています。このさい利
り

用
よう

のくふうは、ますます重
じゆう

要
よう

になってい

ます。

　調
しら

べたことをもとに、ごみをへらすために自
じ

分
ぶん

たちができることを

考
かんが

えてみましょう。

　ごみをへらすために自
じ

分
ぶん

たちにできることはなにか考
かんが

えてみましょう。

わたしたちのごみ減
げん
量
りよう
化
か
作
さく
戦
せん
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秋
あき
田
た
県
けん
における自

し
然
ぜん
災
さい
害
がい
（戦
せん
後
ご
）

６　自
し
然
ぜん
災
さい
害
がい
からくらしを守

まも
る

１　地
ち
域
いき
で考
かんが
えられる自

し
然
ぜん
災
さい
害
がい

　①風
ふう
水
すい
害
がい

　湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

では、昔
むかし

から洪
こう

水
ずい

による被
ひ

害
がい

が多
おお

くありました。

　昭
しょう

和
わ

22 年
ねん

（1947 年
ねん

）の全
ぜん

県
けん

大
だい

水
すい

害
がい

では、土
ど

砂
しや

崩
くず

れと洪
こう

水
ずい

により、

家
か

屋
おく

が流
なが

されたり田
た

畑
はた

が水
みず

につかったりしました。湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

山
やま

田
だ

地
ち

区
く

では、

深
ふか

堀
ぼり

宮
みや

伝
でん

渕
ぶち

ノ上
うわ

集
しゆう

落
らく

がなくなるほどの被
ひ

害
がい

を受
う

けました。

　②雪
せつ
害
がい

　湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

はとても雪
ゆき

の多
おお

いところです。積
せき

雪
せつ

により、車
くるま

の通
つうこう

行がさまた

げられたり家
いえ

がたおれたりする被
ひ

害
がい

が毎
まい

年
とし

報
ほう

告
こく

されています。

 《過
か

去
こ

10 年
ねん

の積
せき

雪
せつ

量
りよう

グラフ》

　わたしたちが住
す

んでいる湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

ではどのような自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

が起
お

きてきたのでしょう。

Ｓ22.6.9 〜 9	 全県大水害　死者25名　住宅の全壊・流出335世帯
Ｓ 35.8.2 〜 3	 全県大水害　死者15名　住宅の全壊・流出25世帯
Ｓ 38.1 月〜 4月	 38豪雪　死者・行方不明者5名　住宅の全壊14世帯
Ｓ 49.1 月〜 4月	 48豪雪　死者・行方不明者13名　住宅の全壊104世帯
Ｓ 56.8.21 〜 24	 全県風害（台風15号）　死者・行方不明者10名　住宅の全壊2世帯
Ｈ 17.12 〜 18.2	 平成 18年豪雪　死者・行方不明者24名

湯
ゆ
沢
ざわ
市
し
の最
さい
深
しん
積
せき
雪
せつ

気象庁ホームページより
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２　様
さま
々
ざま
な自

し
然
ぜん
災
さい
害
がい
への備

そな
え

　◆自
し
然
ぜん
災
さい
害
がい
対
たい
策
さく

　自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

に備
そな

えて、湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

では、どのような取
とりくみ

組をしているのでしょ

うか。

　また、自
じ

分
ぶん

たちはどんなことを心
こころ

がければよいのでしょうか。

①風
ふう
水
すい
害
がい
に備
そな
える

　湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

では、風
ふう

水
すい

害
がい

からくらしを守
まも

るための取
とりくみ

組を進
すす

めてきました。

洪
こう

水
ずい

などによる被
ひ

害
がい

が予
よ

想
そう

される地
ち

域
いき

を明
あき

らかにしたり、避
ひ

難
なん

が必
ひつ

要
よう

な

地
ち

域
いき

に看
かん

板
ばん

を立
た

てて注
ちゆう

意
い

をよびかけたりしてきました。また、国
くに

と協
きよう

力
りよく

して、ていぼうを大
おお

きくしてくずれにくくもしてきました。

堤
てい

防
ぼう

工
こう

事
じ
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②雪
せつ
害
がい
に備
そな
える

　わたしたちの湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

は、とても雪
ゆき

の多
おお

いところです。

　雪
ゆき

の被
ひ

害
がい

をふせぎ、生
せい

活
かつ

を守
まも

るためにいろいろな工
く

夫
ふう

をしています。

流
りゆう

雪
せ つ

溝
こう

防
ぼう

雪
せつ

さく 除
じよ

雪
せつ

車
しや

　◆県
けん
庁
ちよう
などとの連

れん
携
けい

　大
だい

きな自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

が発
はつ

生
せい

した場
ば

合
あい

は、県
けん

庁
ちよう

や市
し

役
やく

所
しよ

などが対
たい

策
さく

本
ほん

部
ぶ

をつ

くり、情
じよう

報
ほう

を発
はつ

信
しん

したり避
ひ

難
なん

体
たい

制
せい

を確
かく

保
ほ

しています。また、地
ち

域
いき

住
じゆう

民
みん

が市
し

役
やく

所
しょ

と連
れん

携
けい

しながら防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

を行
おこな

うなど、自
じ

主
しゆ

的
てき

な取
とり

組
くみ

も進
すす

められ

ています。

自
し
然
ぜん
災
さい
害
がい
に備
そな
えて、次

つぎ
のことを考

かんが
えてみましょう。

①家
か

庭
てい

では、地
じ

震
しん

に備
そな

えてどのようなことをしているのでしょう。

②�学
がつ

校
こう

の体
たい

育
いく

館
かん

で避
ひ

難
なん

所
しよ

生
せい

活
かつ

をすることになったら、どんなこと

で困
こま

るでしょう。

　自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

からみんなのくらしを守
まも

るためにどのような取
とりくみ

組をしているのでしょう。
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７　きょう土
ど
の伝
でん
統
とう
・文
ぶん
化
か
と先
せん
人
じん
たち

　１　残
のこ
したいもの　伝

つた
えたいもの

　◆（犬
いぬ
っこまつり）

　犬
いぬ

っこまつりは、元
げん

和
な

の昔
むかし

より、約
やく

４００年
ねん

もの長
なが

い間
あいだ

続
つづ

いたといわれる

湯
ゆ

沢
ざわ

地
ち

方
ほう

の民
みん

俗
ぞく

行
ぎょう

事
じ

です。

　そのころ、白
はく

昼
ちゅう

堂
どう

々
どう

と人
じん

家
か

を襲
おそう

う「白

討（はくとう）」という大
だい

盗
とう

賊
ぞく

がいましたが、湯
ゆ

沢
ざわ

の殿
との

様
さま

がこれら一
いち

味
み

を退
たい

治
じ

しました。再
ふたた

びこのような悪
あく

党
とう

が現
あらわ

れないようにと、米
こめ

の粉
こな

で小
ちい

さな犬
いぬ

っこや鶴
つる

亀
かめ

を作
つく

らせ、旧
きゅう

小
こ

正
しょう

月
がつ

の晩
ばん

に、これを家
いえ

の入
いり

口
ぐち

や窓
まど

々
まど

にお供
そな

えして祈
き

念
ねん

させたのが、この犬
いぬ

っこまつりの始
はじ

まりとされていま

す。

　市
し

内
ない

にある古
ふる

くから残
のこ

るものには、どのような願
ねが

いがこめられ、どのように受
う

けつ

がれてきたのでしょう。

犬
いぬ
っこまつり実

じっ
行
こう
委
い
員
いん
長
ちょう
の山
やま
脇
わき
幹
かん
さんの話

はなし

　平
へい

成
せい

３０年
ねん

から会
かい

場
じょう

を湯
ゆ

沢
ざわ

文
ぶん

化
か

会
かい

館
かん

の駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

周
しゅう

辺
へん

に移
い

動
どう

し、いろ

いろなイベントができるようにしました。会
かい

場
じょう

整
せい

備
び

は、まつりのおよ

そ２０日
か

前
まえ

から始
はじ

めます。会
かい

場
じょう

には大
だい

小
しょう

２０ほどのお堂
どう

が並
なら

びます

が、大
おお

きいもので１０日
か

、小
ちい

さいものでも７日
か

間
かん

かけてつくられます。

お堂
どう

やしんこ細
ざい

工
く

をつくるには技
ぎ

術
じゅつ

が必
ひつ

要
よう

です。それを受
う

け継
つ

ぐ人
ひと

を

育
そだ

てることにも力
ちから

を入
い

れています。子
こ

どもたちには、ぜひ遊
あそ

びにきて

ほしいと思
おも

っていますし、県
けん

内
ない

外
がい

、外
がい

国
こく

からもたくさんのお客
きゃく

さんを

集
あつ

められるまつりにしたいと考
かんが

えています。
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　◆（七
たな
夕
ばた
絵
え
灯
とう
ろうまつり）

　秋
あき

田
た

藩
はん

佐
さ

竹
たけ

南
なん

家
け

に京
きょう

都
と

から

おこし入
い

れになられたお 嬢
じょう

様
さま

のために、京
きょう

への郷
きょう

愁
しゅう

を

五
ご

色
しょく

の短
たん

冊
ざく

に託
たく

し青
あお

竹
たけ

に飾
かざ

り

つけたのが始
はじ

まりとされた約
やく

300年
ねん

の歴
れき

史
し

ある祭
まつ

り。浮
うき

世
よ

絵
え

や美
び

人
じん

画
が

が描
えが

かれた大
だい

小
しょう

150本
ぽん

の絵
え

どうろうが、夕
ゆう

や

みの夜
よ

空
ぞら

を艶
つや

やかに彩
いろど

ります。

湯
ゆ
沢
ざわ
市
し
絵
え
灯
とう
ろう保

ほ
存
ぞん
会
かい
の山
やま
脇
わき
俊
とし
彦
ひこ
さんの話

はなし

　会
かい

場
じょう

には、大
だい

小
しょう

１５０本
ぽん

の絵
え

灯
とう

ろうを飾
かざ

ります。お姫
ひめ

様
さま

をなぐさめ

る行
ぎょう

事
じ

なので、優
ゆう

雅
が

で品
ひん

のある絵
え

を飾
かざ

れるように気
き

をつけています。

５月
がつ

から始
はじ

まる絵
え

の講
こう

習
しゅう

会
かい

には毎
まい

年
とし

４０人
にん

以
い

上
じょう

が集
あつ

まり、年
ねん

々
ねん

増
ふ

え

てきています。大
おお

きい絵
え

は１枚
まい

かくのに約
やく

１ヶ月
げつ

かかります。一
いっ

方
ぽう

で、

絵
え

灯
とう

ろうを飾
かざ

ったり、会
かい

場
じょう

づくりをしたりする実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

が減
へ

ってき

て、約
やく

２０万
まん

人
にん

の観
かん

光
こう

客
きゃく

をお

迎
むか

えするのに苦
く

労
ろう

しています。

子
こ

どもたちには、大
おお

きい絵
え

を

かくことに挑
ちょう

戦
せん

したり、まつ

りに参
さん

加
か

してもらったりして、

由
ゆい

緒
しょ

あるまつりのすばらしさ

を感
かん

じてほしいと思
おも

います。
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　◆（史
し
跡
せき
・文
ぶん
化
か
財
ざい
など）

白山神社社殿

石孫本店内蔵

岩井堂洞窟

八幡神社社殿

湯沢城址本丸跡

旧院内銀山跡（御幸坑）
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愛宕神社祭典（大名行列）

板戸番楽

関口ささら舞

鹿島まつり

まなぐ凧

「図録　湯沢市の文化財」より

湯沢市ホームページ
湯沢市の文化財の QR コード
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　２　地
ち
いきのはってんにつくした人

ひと
々
びと

　◆伊藤　忠吉（いとう　ちゅうきち）
　湯

ゆ

沢
ざわ

を全
ぜん

国
こく

でも有
ゆう

名
めい

な酒
さけ

の産
さん

地
ち

にしました。

当
とう

時
じ

、湯
ゆ

沢
ざわ

の酒
さけ

づくりの技
ぎ

術
じゅつ

は低
ひく

く、全
ぜん

国
こく

では

販
はん

売
ばい

できませんでしたが、灘
なだ

（兵
ひょう

庫
ご

県
けん

灘
なだ

市
し

）に

何
なん

度
ど

も足
あし

を運
はこ

び、酒
さけ

づくりを勉
べん

強
きょう

し、寒
さむ

い湯
ゆ

沢
ざわ

の地
ち

に合
あ

った「低
てい

温
おん

長
ちょう

期
き

醸
じょう

造
ぞう

法
ほう

」を開
かい

発
はつ

しま

した。

　◆麻生　与惣右衛門（あそう　よそうえもん）
　12年

ねん

かけて、「与
よ

惣
そ

右
う

衛
え

門
もん

ぜき」を作
つく

りまし

た。与
よ

惣
そ

右
う

衛
え

門
もん

は、若
わか

いころ、三
みつ

梨
なし

地
ち

区
く

西
せい

部
ぶ

の

水
みず

に苦
くる

しむ人
ひと

びとを救
すく

おうとして、用
よう

水
すい

路
ろ

を作
つく

ることを思
おも

い立
た

ちました。土
と

地
ち

がでこぼこだっ

たため、水
すい

路
ろ

を決
き

めるのにとても苦
く

労
ろう

しました。

また、蛇
じゃ

ノ
の

崎
さき

の丘
おか

には大
おお

きな岩
いわ

があり、トンネ

ルをほらなければ水
みず

を通
とお

すことができませんで

した。やっとのことで岩
いわ

をくり抜
ぬ

き、ついに水
みず

を通
とお

すことに成
せい

功
こう

しました。このせき（用
よう

水
すい

路
ろ

）は、今
いま

も三
みつ

梨
なし

地
ち

区
く

西
せい

部
ぶ

の水
すい

田
でん

をうるおす大
たい

切
せつ

な用
よう

水
すい

路
ろ

です。

　地
ち

いきのはってんにつくした人
ひとびと

々は、どんな考
かんが

えで、どんなことをしたでしょう。

伊藤　忠吉

麻生　与惣右衛門
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　◆門屋　養安（かどや　ようあん）（１７９２年
ねん
生
う
まれ）

　院
いん

内
ない

銀
ぎん

山
ざん

のお抱
かか

え医
い

師
し

（医
い

者
しゃ

）として、生
しょう

涯
がい

の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

を院
いん

内
ない

銀
ぎん

山
ざん

で

過
す

ごしました。養
よう

安
あん

は、お抱
かか

え医
い

師
し

として銀
ぎん

山
ざん

で働
はた

く人
ひと

たちの健
けん

康
こう

管
かん

理
り

に当
あ

たりながら、銀
ぎん

山
ざん

の経
けい

営
えい

にも参
さん

画
かく

し、旅
りょ

館
かん

も経
けい

営
えい

しました。また、

町
まち

医
い

者
しゃ

として、村
むら

人
びと

の医
い

療
りょう

にも携
たずさ

わりました。３５年
ねん

間
かん

ほとんど毎
まい

日
にち

書
か

いた「門
かど

屋
や

養
よう

安
あん

日
にっ

記
き

」が残
のこ

っています。

　◆次郎左衛門（富谷次郎左衛門）（とみや　じろうざえもん）
　湯

ゆ

沢
ざわ

市
し

街
がい

地
ち

を南
なん

北
ぼく

に 4.5㎞にわたって流
なが

れる湯
ゆ

沢
ざわ

大
おお

堰
せき

づくりに取
と

り組
く

みました。1613 年
ねん

に佐
さ

竹
たけ

南
なん

家
か

の佐
さ

竹
たけ

義
よし

種
たね

の命
めい

により、常
ひ

陸
たち

国
のくに

（今
いま

の

茨
いばら

城
き

県
けん

）から招
まね

かれた土
ど

木
ぼく

工
こう

事
じ

の専
せん

門
もん

家
か

でした。自
し

然
ぜん

の段
だん

差
さ

や丘
おか

を活
かつ

用
よう

し、線
せん

香
こう

を使
つか

って測
そく

量
りょう

する技
ぎ

術
じゅつ

などを用
もち

いて湯
ゆ

沢
ざわ

大
おお

堰
せき

を完
かん

成
せい

させま

した。これにより250ha の水
すい

田
でん

が開
かい

発
はつ

されました。

　◆黒坂兵右衛門（くろさか　ひょうざえもん）
　成
なる

瀬
せ

川
がわ

から水
みず

を引
ひ

き、駒
こま

形
がた

地
ち

区
く

北
ほく

部
ぶ

や横
よこ

手
て

市
し

増
ます

田
だ

地
ち

区
く

に流
なが

れる用
よう

水
すい

工
こう

事
じ

に取
と

り組
く

みました。1652年
ねん

から 9年
ねん

もの年
ねん

月
げつ

と多
おお

くの費
ひ

用
よう

をかけ、

苦
く

労
ろう

を重
かさ

ねながら 8㎞の黒
くろ

坂
さか

堰
せき

を完
かん

成
せい

させました。約
やく

200ha の水
すい

田
でん

に

水
みず

を引
ひ

くことができました。

　◆髙橋　正作（たかはし　しょうさく）(１８０３年
ねん
生
う
まれ )

　小
お

野
の

村
むら

( 湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

小
お

野
の

) の発
はっ

展
てん

に尽
つ

くしました。当
とう

時
じ

、 貧
まず

しかった小
お

野
の

村
むら

の田
た

畑
はた

を豊
ゆた

かにしようと農
のう

民
みん

たちと耕
たがや

し、山
やま

にはスギやクリ、ナラの

木
き

などを植
う

えさせたり、雄
お

勝
がち

地
ち

方
ほう

に養
よう

蚕
さん

を始
はじ

めたりしました。大
だい

ききん
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（天
てん

気
き

が悪
わる

く、野
や

菜
さい

や米
こめ

が全
まった

くとれない）のとき、ためておいたげん米
まい

を村
むら

人
びと

にあげたり、自
じ

分
ぶん

の家
いえ

の田
た

畑
はた

や山
さん

林
りん

を質
しち

屋
や

に入
い

れてお金
かね

をかり、

村
むら

人
びと

みんなに分
わ

けあたえ、村
むら

人
びと

の命
いのち

を救
すく

いました。農
のう

地
ち

を整
せい

備
び

し、旧
きゅう

雄
お

勝
がち

町
まち

の農
のう

業
ぎょう

の発
はっ

展
てん

に成
せい

功
こう

しました。

　◆中山　林蔵（なかやま　りんぞう）(１８８９年
ねん
生
う
まれ )

　東
ひがし

山
やま

地
ち

区
く

（湯
ゆ

沢
ざわ

市
し

小
お

野
の

）にリンゴ農
のう

園
えん

を開
かい

拓
たく

しました。かつては酸
さん

性
せい

の悪
わる

い土
つち

でだれにも見
み

向
む

きされず、ミズナラやコナラなどがうっそうと

生
は

えていたところに目
め

をつけ、果
か

樹
じゅ

園
えん

を開
かい

拓
たく

しました。広
ひろ

い山
やま

すそはま

たたく間
ま

にみごとなリンゴ畑
ばたけ

となりました。

地
ち

いきのはってんにつくした人
ひと

々
びと

をもっとくわしく調
しら

べてみましょう。
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　　　　佐藤　　正徳（湯沢市立山田小学校教諭）
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　　　　菅　　　悠花（湯沢市立雄勝小学校教諭）

事務局　佐藤　　芳一（湯沢市教育委員会）

　　　　池部　　　亨（湯沢市教育委員会）
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国土交通省湯沢河川国道事務所　　湯沢警察署　　湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部　

湯沢雄勝クリーンセンター　　湯沢雄勝リサイクルセンター　　こまち農業協同組合　　

湯沢駅　　湯沢商工会議所　　ゆざわ小町商工会　　湯沢市絵どうろう保存会　　

犬っこまつり実行委員会　　両関酒造　　山内家　　清凉寺　 

イオンスーパーセンター湯沢店　　佐藤養助商店　　セブンイレブン雄勝こまちインター店

藤田魚屋　　いとうミート　　佐藤義粋（ねぎ栽培）
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